
①放射光についての解説 

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

○テーマ・概要 

 

 
 
 

○内 容 

 

 上杉主席研究員の講義では、放射光施設がなぜ必要なのか、X線を使ってどんな研究がなされているのかを

学びました。「はやぶさ」が小惑星イトカワから持ち帰った物質の模型を見ながら研究の成果に、皆さん話を

聞きながら熱心にメモを取られておられました。 

②SPring-8と SACLAの視察と解説 

   現地ガイドによる SPring-8 の解説では、研究を行っている装置について・どんな研究が実際行われている

か見学を通して学びました。大きな円形の加速器が作り出す強い X線で、今まで見えなかった小さなものを観

察できる施設である事、57 か所の実験場所から研究が進められ宇宙の事から身近なことまで幅広く研究して

いる事を学びました。SPring-8のほかにも SACLAも視察し、SPring-8とは違った直線加速器で長い装置を使

った研究の違いを学び、日本の技術の高さ、研究についてより一層理解することができたと思います。 

③西はりま天文台における観測や見学 

 西はりま天文台では、本田准教授の案内のもと、太陽望遠鏡や 60㎝望遠鏡を用いて昼間でも観測可能な太陽

や金星を見ることができました。その後は、口径２メートルの日本最大級の光学赤外線望遠鏡「なゆた望遠鏡」

を見学しました。 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 アカデミック・ツーリズム・プログラム 

世界に誇る科学施設「SPring-8」と「西はりま天文台」の見学ツアー 

日 程 ：令和 3年 10月 27日(水)  8:30～18:00 

受講者数: 18名 

会 場 ：公益財団法人高輝度興科学研究センターSPring-8、兵庫県立大学 西はりま天文台 

講 師 ：自然・環境科学研究所 教授  高橋 鉄美  

                准教授 本田 敏志 

    ：公益財団法人高輝度興科学研究センター 主席研究員 上杉 健太朗 

今回のアカデミック・ツーリズム・プログラムは、「SPring-8」と「西はりま天文台」に出かけました。 

「SPring-8」では、放射光を使った研究の様子を見学し、「西はりま天文台」では世界最大級の「なゆた望遠鏡」

を見学、兵庫県が世界に誇る 2大科学施設を通して、微小なもの・最大なものを見る技術・研究について、学びま 

した。 

 

 

SPring-8 の研究について講義・施設視察・研究装置の解説 なゆた望遠鏡の見学・太陽の観察 


